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石山寺所蔵の聖教の目録については、『年報199 3』で密蔵院所蔵の聖教目録｢石山寺密蔵院経蔵聖教

目録」を紹介した。その目録は、現在深密蔵聖教として一括されている聖教群の江戸時代末期におけ

る所蔵状況の一端を示している。石山寺には、それ以外にも数多くの害跡目録が寺誌函や深密蔵聖教

中に伝存し、いろいろな時期での、各院坊内の聖教類の所蔵状況が判明する。ここでは石山寺の中心

の聖教群の一つである校倉聖教と称される聖教の目録を紹介する。

校倉聖教は、石山寺本堂の後方の斜面にある校倉経蔵内に収納されていたところから命名されたも

ので、明暦年間に新造された三十合の経箱に分類収納されている。すなわち当時石山寺に所蔵されて

いた聖教の内から、時代的に平安時代に書写されたと目されたものを取り集めたものである。現在、

この校倉聖教は重文に指定されて、収蔵庫の豊浄殿に移管されている。ここに数合の経箱の墨書銘を

掲げたが、この新調に関する墨書銘は三十合の経箱いずれにもあり、明暦元年（1 6 5 5 ）９月に一括新

造されたことがわかる。また各経箱には、それに収納されている聖教の目録が蓋裏に墨書されており、

明暦当時の校倉聖教の分類収納状況が、ある程度判明する。そして、校倉聖教については、その後安

永５年（1 7 7 6 ）９月に尊賢が作成した目録「石山寺聖教目録」が存在する（寺誌函1 8 号) 。それは書入

れ、付菱などがある尊賢の草稿本であり、尊賢の浄書本は伽藍経蔵に奉納されたことが、その奥書か

ら判る。その尊賢作成の目録をさらに江戸時代最末、慶応３年（1 8 6 7 ）３月に尊信少僧都が書写して

いる（深密蔵第1 2 0 函1 1 号) 。ここにその転写浄書本である尊信害写本を抄出であるが紹介する。なお

尊賢書写本の奥書は、尊信害写本の釈文で本奥書と注記したところまである。なお尊賢は、文化1 2 年

( 1 8 1 5 ）１１月、８１歳の長寿で遷化した密蔵院第1 3 代住職で、「石山要記」「石山寺年代記録」「石山各院

記」などを選述し、また一切経や校倉聖教、薫聖教の整理修補も行っている学僧である（｢ 尊賢僧正略

伝稿( 寺誌函2 8 号) ｣ ) 。それをさらに今度は法輪院の尊信が聖教護持のため転写浄書しており、山内住侶

の聖教に対する意識が判る。

また石山寺における校倉聖教の明暦当初の分類収納が、この目録を仲介として、現在の状況( 『石山

寺の研究』所収校倉聖教目録）との対応関係において比較検討できよう。例えば第７函について、蓋

裏墨書銘に経軌、三昧耶戒作法、胎蔵界作法、金剛界作法の４結で2 7 巻1 4 帖とあるが、尊賢目録もま

た本軌、三昧耶戒、胎蔵界、金剛界に分かち、各々に書名を掲げてあり、明暦の分類をうかがいうる

とともに、それ以後の移動については現目録との比較により推定できるのである。（綾村宏）
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